




映像作品を観光資源とした地域振方法

アニメツーリズム
・聖地巡礼

ロケツーリズム

・先行研究が多数存在
→「どこに軸を当てて研究を行うか？」
・先行研究調査
Ex.成功・失敗要因、政府の取り組み

↓研究の軸として�Z
①聖地巡礼を目的とする訪日外国人を増やす
②持続化のために聖地が行うべきこと



聖地化の手順

【②放映】
映像作品

【④持続化】
聖地化による
地域活性化

Ex. 人口増加・経済効果

【③働きかけ】
地元行政
Ex. 市役所・商工会議所・観光協会

民間団体
Ex. 非営利企業・ローカルメディア・ツアー会社

作品のファン
Ex. 聖地の商業施設・ブログ・クラファン

【①制作段階】
ロケ支援
Ex.フィルムコミッション

【各段階における調査の実施】
①現地訪問・zoomでのインタビュー
②文献調査



映像作品の制作段階におけるロケ支援

【フィルムコミッションへの調査】
①『大阪フィルムカウンシル』へのインタビュー(9/14)
②『八王子フィルムコミッション』への調査(10/28)
→制作段階における現状(地域性)や懸念点の調査

【発見・考察事項】
・撮影量(協力)と発信元(放送局)との距離の関係性
・各地方・団体での情報共有の重要性
※フィルムコミッションは少数団体
・近隣への配慮

※フィルムコミッションとは？
映画やTVドラマ、CM等のロケを誘致し、
撮影が円滑に進行するようサポートを行う
非営利団体



放映後の聖地化への取り組み

【アニメ聖地への調査】
①兵庫県西宮市『西宮流編集室』へのインタビュー(9/13)
作品名『涼宮ハルヒの憂鬱』
②埼玉県秩父市『秩父市産業観光部観光課』への現地訪問(9/17)
作品名『あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない』
→観光地と観光地ではない地域の聖地化における差異分析

【発見・考察事項】
・聖地化における版権者への依存性
・聖地化への動機づけの違いがもたらす聖地化の個性
・担当者の問題
・訪日外国人へ向けた取り組みの弱さ



研究の軸の再検討

訪日外国人を取り込む
ツアー会社・聖地・ロケ事業

映像作品による地域・観光振興

持続化のために
聖地が行うべきこと

聖地巡礼を目的とする
訪日外国人を増やすための方法

観光地の聖地持続化と
観光地ではない聖地持続化

(観光資源の有無)



聖地持続化と観光資源
①地域特有の観光資源と結び付けた活動あり ②地域特有の観光資源と結び付けた活動なし

※MANDARA10(地理情報分析支援システム)
により作成

【発見・考察事項】
・観光資源の性質
→ニッチな商品であるアニメとの結び付け
・外部への情報発信力の弱さ
・外部機関(民間)との連携の乏しさ(資金力の限界緩和 + 認知度の向上)

※聖地認定都市88か所から抽出



聖地と外部機関(民間企業)

【訪日外国人を取り込むツアー会社への調査】
・『otomo株式会社』へのインタビュー(11/16)
→インバウンド需要に特化したプライベートツアー事業を展開
2019年10月にアニメ3作品の聖地巡礼ツアーを販売

【発見・考察事項】
・海外からの反響
※サブカルチャーに精通している人向けのプロモーション
・版権者と利用者(民間)を取り持つ仲介機関の必要性
・日本人と外国人と感性の違い(異なるニーズ)



今後の調査方針

聖地(都市)A
「聖地化で地域の活性化をしたい！」
①版権の問題
②具体的な計画(長期的)の立案
③担当者の問題
④資金の問題
⑤施設・団体への協力要請(内部or外部)
⑥商品の製作
⑦外部への発信方法(国内or海外)

・聖地と外部機関(民間)の理想の連携(関係)とは？
・版権者と聖地の間の連絡系統

・聖地側が全てを取り仕切る
のは難易度が非常に高い！！

＋
・訪日外国人に対する新たな
取り組みを行う余力がない



ご清聴ありがとうございました！

小関ゼミ「聖地巡礼班」
伊藤・山口・岡野


